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※基礎の深さについては、
4/4の寸法を参照して
ください。
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はり固定金具

ルーフボルトキャップ

Ｍ8用ナット付き笠ワッシャー

●製品破損による人への被害、物的損害が想定されますので、下記事項をお守
りください。

■設置条件
●母屋の屋根からの雪が直接当たらない場所に設置してください。
●本製品は積雪地域用3000形・4500形です。
●本製品は地面設置専用です。2階以上の高所に取り付けると、
  強風により製品が破損するおそれがあります。
●柱の移動は、当社指定範囲内にしてください。
●崖などの高低差のある場所には設置しないでください。
■部材の固定
●タッピンねじの下穴には、指定より太いドリルを使用しないでください。
  （Φ4のねじに対しΦ3.5、Φ5のねじに対しΦ4.5のドリルを使用してくださ

い。）
●必ず指定の組立てねじ・ボルトを使用してください。又、施工後、ねじ・ボ

ルトに緩みがないか点検してください。
■基礎について
●基礎の大きさは、指定寸法以上にしてください。
●寒冷地で凍上するおそれのある地域で使用する場合には、凍上線の下まで基

礎を設けてください。
※地下埋設物（給排水管など）に影響を与えないようご注意ください。

●コンクリート（またはモルタル）には海砂や急結剤は絶対に使用しないでください。
アルミが腐食するおそれがあります。

●柱内の水抜きができるよう、柱基礎には必ずぐり石を敷いてください。また柱の根
元にも水抜き穴（φ６）をあけてください。柱内の水が凍結膨張し、柱が破損する
おそれがあります。

●養生期間は十分（４日～１週間）とり、その間重いものをのせたり、振動させたり
しないようご指示ください。

■絶縁処理について　
●アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触する場合は、絶縁処理をしてくだ

さい。
■屋根折板について
●幅600・長さ5400・山高88・山ピッチ200の折板を現地手配してください。
■施工について
●むやみに改造・変更（階段屋根・母屋への取付け・四周の囲い等）をしないでくだ

さい。
●取付けは施工業者の方以外は行わないでください。不具合発生の原因となることが

あります。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんしてください。

注　　　意

注意

■施工される方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下

のような意味があります。

　　　　　 …取付けを誤った場合に、使用
者が中程度の傷害・軽傷を負
う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめ
て記載していますので必ずお
読みください。

（　）内は積雪150cm仕様

前後枠の取付け

■姿図・基本図

①前後枠に、コーナーブロックを取り付
けます。

②　であけた折板・前後枠固定穴から、
前後枠を固定します。

③コーナーブロックをけたに固定します。
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●単体タイプ ●合掌タイプ

●縦断面図

●雨樋納まり図

●横断面図

M8×18六角ボルト

ナベタッピンねじ（3種）Φ5×20
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けた

折板
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〔縦断面図〕

〔横断面図〕

折板・前後枠固定穴
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※〈　〉内寸法は、4500形仕様を示す。
　《　》内寸法は、凍上4500形仕様を示す。
　（　）内寸法は、凍上用柱を示す。
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①タイトフレームの剣先ボルト(端部)に、
折板の下穴(端部)および桁の加工穴を合
わせて固定します。

②桁とはり端部キャップを固定します。

①雨樋に穴あけガイド線を引き、キャップの径(φ71)に合わせ
て穴をあけます。

②切粉・バリなどを取り除きます。

③ドレンのキャップ・本体に、下図に従い接着剤を塗布します。
④キャップを雨樋にはめ、本体をねじ込みます。

⑧雨樋を、下図の手順で雨樋吊り金具に取り付けます。
⑨柱にでんでんを取り付け、縦樋を組み立てて固定します。
⑩雨樋端部キャップを取り付けます。
※雨樋吊り金具は上下、前後に微調整できます。
　前後枠とのすき間が生じないよう調整して取り付けて

ください。（図－1）

※合掌ワイドの雨樋には、下図の
ように接続してください。

⑤折板に、雨樋吊り金具を取り付けます。
⑥両端の雨樋吊り金具に水糸を張り、水こう配を1/50以上と

ります。
⑦水糸に合わせて、両端以外の雨樋吊り金具の高さを調整しま

けたの取付け

雨樋の取付け
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■雨樋吊り金具取付けピッチ

〔合掌タイプ〕
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※下段：合掌ワイド

雨樋
接着剤

接着剤

接着剤

接着剤

エルボ

※確実に引っ掛
けてくださ

※確実に引っ
掛けてくだ
さい。

■雨樋構成図
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はり固定ボルトセット

Ｍ8用ナット

Ｍ8用特殊ボルト

Ｍ10×20六角ボルト

Ｍ10用
スプリングワッシャー

Ｍ10用平ワッシャー

Ｍ10用ナット

Ｍ10用
スプリングワッシャー

Ｍ10用平ワッシャー

タイトフレーム（端部）

タイトフレーム

タイトフレーム（中間）

タイトフレーム（端部）5

3.5

ナベタッピンねじ
（2種）Φ5×25

ナベタッピンねじ
（3種）Φ5×20

はり端部キャップ

横材（オプション）

下穴
（端部）

はり固定金具

はりはり固定金具

はり

移動柱固定金具

Ｇ
Ｌ

よ
り

2
2

0
0

6
0

0
6

0
0

10 10

10 10

250 250

510 5101460 1460 1460

5400

2450

4-Φ10穴
（折板-前後枠固定穴）

12-Φ10穴
（タイトフレーム固定穴）
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基礎の施工

●柱埋込み位置を出し、柱基礎穴を
堀り込みます。

※現場の状況に応じて、屋根の水こ
う配方向を決定してください。

※埋込み深さは、柱の位置によって
異なります。4/4の寸法を参照し
てください。

※埋込み深さを統一したい場合は、
下表に従って柱を切断してください。

基礎の施工

※サポート柱を取り付ける場合は、あらかじめはりにサポート
柱固定ボルトを差し込んでください。（詳細はサポート柱セ
ットに同梱の取説を参照してください。）

①はりにタイトフレーム・はり固定金具を取り付けます。
②柱にはり固定金具を差し込んで固定します。
③はり端部キャップを取り付けます。

■取付け順序 ■取付け詳細（基本タイプ）

柱・はりの取付け

柱・はりの取付け

●下図に従い折板に下穴をあけ、タイトフレームに取り付けま
す。

※折板から切粉を取り除いてください。サビの原因となります。

折板の取付け

折板の取付け

けたの取付け

雨樋の取付け

前後枠の取付け

■墨出し位置

■折板現場加工図

〔単体タイプ〕 〔合掌タイプ〕

〔単体タイプ〕

〔合掌タイプ〕

単体タイプ

合掌タイプ

2500

1500

（単位：mm）

基礎穴

柱

タイトフレーム

はり

折板

けた

雨樋

前後枠

④柱が倒れないようLアングル等で仮固定し、水平・垂直を確認しま

〔横材(オプション)を使用しない場合〕

④柱に下穴φ4.5をあけ、移動柱固定金具を取り付けます。
⑤横材をはめて固定し、柱の水平・垂直を確認します。
※横材取付け位置は任意ですが、GLから2200を目安としてください。

〔横材(オプション)を使用する場合〕

■柱間最大間隔

■柱埋込み深さ統一切断表 （単位：mm）

埋込み深さ
柱切断寸法

標準地域

凍上地域

500

1000

－
―  

70

―  

70

85

155

85

155

170

240

170

240

17

17

68

68

119

119

 a  b  c  d  e  f  g

 a  b  c

 d  e  f  g

2449 2449

2
9

2
0

1459 1459 1459

5
3

2
0

合
掌

ワ
イ

ド
：

5
9

2
0

水こう配

水こう配

はり

はり

Ｌアングル

柱

柱

剣先ボルト（端部）

4
0

4-Φ10穴
（折板-前後枠固定穴）

16-Φ10穴
（タイトフレーム固定穴）

下穴ルーフボルトキャップ

Ｍ8用ナット付き笠ワッシャー

折板

積雪強度

3000形

4500形

3000形

4500形

170

170

（図－1）

上下のボルトを
ゆるめて調節する。
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①タイトフレームの剣先ボルト(端部)に、
折板の下穴(端部)および桁の加工穴を合
わせて固定します。

②桁とはり端部キャップを固定します。

①雨樋に穴あけガイド線を引き、キャップの径(φ71)に合わせ
て穴をあけます。

②切粉・バリなどを取り除きます。

③ドレンのキャップ・本体に、下図に従い接着剤を塗布します。
④キャップを雨樋にはめ、本体をねじ込みます。

⑧雨樋を、下図の手順で雨樋吊り金具に取り付けます。
⑨柱にでんでんを取り付け、縦樋を組み立てて固定します。
⑩雨樋端部キャップを取り付けます。
※雨樋吊り金具は上下、前後に微調整できます。
　前後枠とのすき間が生じないよう調整して取り付けて

ください。（図－1）

※合掌ワイドの雨樋には、下図の
ように接続してください。

⑤折板に、雨樋吊り金具を取り付けます。
⑥両端の雨樋吊り金具に水糸を張り、水こう配を1/50以上と

ります。
⑦水糸に合わせて、両端以外の雨樋吊り金具の高さを調整しま

けたの取付け

雨樋の取付け
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〔単体タイプ〕

■雨樋吊り金具取付けピッチ

〔合掌タイプ〕
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雨樋吊り金具
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雨樋吊り金具
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Φ10穴あけ

※下段：合掌ワイド
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■雨樋構成図
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B2（827×515）両面
MAF-714Eうら

2/4

はり固定ボルトセット

Ｍ8用ナット

Ｍ8用特殊ボルト

Ｍ10×20六角ボルト

Ｍ10用
スプリングワッシャー

Ｍ10用平ワッシャー

Ｍ10用ナット

Ｍ10用
スプリングワッシャー

Ｍ10用平ワッシャー

タイトフレーム（端部）

タイトフレーム

タイトフレーム（中間）

タイトフレーム（端部）5

3.5

ナベタッピンねじ
（2種）Φ5×25

ナベタッピンねじ
（3種）Φ5×20

はり端部キャップ

横材（オプション）

下穴
（端部）

はり固定金具

はりはり固定金具

はり

移動柱固定金具

Ｇ
Ｌ

よ
り

2
2

0
0

6
0

0
6

0
0

10 10

10 10

250 250

510 5101460 1460 1460

5400

2450

4-Φ10穴
（折板-前後枠固定穴）

12-Φ10穴
（タイトフレーム固定穴）

2450

5400

40

基礎の施工

●柱埋込み位置を出し、柱基礎穴を
堀り込みます。

※現場の状況に応じて、屋根の水こ
う配方向を決定してください。

※埋込み深さは、柱の位置によって
異なります。4/4の寸法を参照し
てください。

※埋込み深さを統一したい場合は、
下表に従って柱を切断してください。

基礎の施工

※サポート柱を取り付ける場合は、あらかじめはりにサポート
柱固定ボルトを差し込んでください。（詳細はサポート柱セ
ットに同梱の取説を参照してください。）

①はりにタイトフレーム・はり固定金具を取り付けます。
②柱にはり固定金具を差し込んで固定します。
③はり端部キャップを取り付けます。

■取付け順序 ■取付け詳細（基本タイプ）

柱・はりの取付け

柱・はりの取付け

●下図に従い折板に下穴をあけ、タイトフレームに取り付けま
す。

※折板から切粉を取り除いてください。サビの原因となります。

折板の取付け

折板の取付け

けたの取付け

雨樋の取付け

前後枠の取付け

■墨出し位置

■折板現場加工図

〔単体タイプ〕 〔合掌タイプ〕

〔単体タイプ〕

〔合掌タイプ〕

単体タイプ

合掌タイプ

2500

1500

（単位：mm）

基礎穴

柱

タイトフレーム

はり

折板

けた

雨樋

前後枠

④柱が倒れないようLアングル等で仮固定し、水平・垂直を確認しま

〔横材(オプション)を使用しない場合〕

④柱に下穴φ4.5をあけ、移動柱固定金具を取り付けます。
⑤横材をはめて固定し、柱の水平・垂直を確認します。
※横材取付け位置は任意ですが、GLから2200を目安としてください。

〔横材(オプション)を使用する場合〕

■柱間最大間隔

■柱埋込み深さ統一切断表 （単位：mm）

埋込み深さ
柱切断寸法

標準地域

凍上地域

500

1000

－
―  

70

―  

70

85

155

85

155

170

240

170

240

17

17

68

68

119

119

 a  b  c  d  e  f  g

 a  b  c

 d  e  f  g

2449 2449

2
9

2
0

1459 1459 1459

5
3

2
0

合
掌

ワ
イ

ド
：

5
9

2
0

水こう配

水こう配

はり

はり

Ｌアングル

柱

柱

剣先ボルト（端部）

4
0

4-Φ10穴
（折板-前後枠固定穴）

16-Φ10穴
（タイトフレーム固定穴）

下穴ルーフボルトキャップ

Ｍ8用ナット付き笠ワッシャー

折板

積雪強度

3000形

4500形

3000形

4500形

170

170

（図－1）

上下のボルトを
ゆるめて調節する。



■構成図

スラップ 取付け説明書

〔単体タイプ〕

1/4

基礎

柱

はり

けた

雨樋

前後枠

ナベタッピンねじ（3種）
Φ5×20

Ｍ8×18六角ボルト

Ｍ10×20六角ボルト

Ｍ8用ナット

Ｍ8用特殊ボルト

Ｍ10用スプリングワッシャー
Ｍ10用平ワッシャー

タイトフレーム（端部）
水抜き穴（Φ6）
現場加工

アンカー棒

ぐり石

※

G,L

1
0

0

コーナーブロック

250

500

（600）

500（600）

前後枠

けた

タイトフレーム（中間）

Ｍ8用ナット

Ｍ8用スプリングワッシャー

Ｍ8用平ワッシャー

Ｍ8×18
六角ボルト

ナベタッピンねじ
（2種）
Φ5×25

ナベタッピンねじ（3種）Φ5×20

はり端部キャップ

はり固定ボルトセット

はり端部キャップ

横材
（オプション）

ルーフボルトキャップ

移動柱固定金具

Ｍ8用ナット付き笠ワッシャー

折板

前

後

※基礎の深さについては、
4/4の寸法を参照して
ください。

MAF-714E
7-0103

はり固定金具

ルーフボルトキャップ

Ｍ8用ナット付き笠ワッシャー

●製品破損による人への被害、物的損害が想定されますので、下記事項をお守
りください。

■設置条件
●母屋の屋根からの雪が直接当たらない場所に設置してください。
●本製品は積雪地域用3000形・4500形です。
●本製品は地面設置専用です。2階以上の高所に取り付けると、
  強風により製品が破損するおそれがあります。
●柱の移動は、当社指定範囲内にしてください。
●崖などの高低差のある場所には設置しないでください。
■部材の固定
●タッピンねじの下穴には、指定より太いドリルを使用しないでください。
  （Φ4のねじに対しΦ3.5、Φ5のねじに対しΦ4.5のドリルを使用してくださ

い。）
●必ず指定の組立てねじ・ボルトを使用してください。又、施工後、ねじ・ボ

ルトに緩みがないか点検してください。
■基礎について
●基礎の大きさは、指定寸法以上にしてください。
●寒冷地で凍上するおそれのある地域で使用する場合には、凍上線の下まで基

礎を設けてください。
※地下埋設物（給排水管など）に影響を与えないようご注意ください。

●コンクリート（またはモルタル）には海砂や急結剤は絶対に使用しないでください。
アルミが腐食するおそれがあります。

●柱内の水抜きができるよう、柱基礎には必ずぐり石を敷いてください。また柱の根
元にも水抜き穴（φ６）をあけてください。柱内の水が凍結膨張し、柱が破損する
おそれがあります。

●養生期間は十分（４日～１週間）とり、その間重いものをのせたり、振動させたり
しないようご指示ください。

■絶縁処理について　
●アルミ形材が亜鉛・ステンレス以外の金属と接触する場合は、絶縁処理をしてくだ

さい。
■屋根折板について
●幅600・長さ5400・山高88・山ピッチ200の折板を現地手配してください。
■施工について
●むやみに改造・変更（階段屋根・母屋への取付け・四周の囲い等）をしないでくだ

さい。
●取付けは施工業者の方以外は行わないでください。不具合発生の原因となることが

あります。
●シーリング指定個所には必ずシーリング材を充てんしてください。

注　　　意

注意

■施工される方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下

のような意味があります。

　　　　　 …取付けを誤った場合に、使用
者が中程度の傷害・軽傷を負
う危険又は物的損害の発生が
想定されます。冒頭にまとめ
て記載していますので必ずお
読みください。

（　）内は積雪150cm仕様

前後枠の取付け

■姿図・基本図

①前後枠に、コーナーブロックを取り付
けます。

②　であけた折板・前後枠固定穴から、
前後枠を固定します。

③コーナーブロックをけたに固定します。
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61
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〈姿図〉

〈基本図〉

●単体タイプ ●合掌タイプ

●縦断面図

●雨樋納まり図

●横断面図

M8×18六角ボルト

ナベタッピンねじ（3種）Φ5×20

前後枠

けた

折板

コーナーブロック

4/4

〔縦断面図〕

〔横断面図〕

折板・前後枠固定穴
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※本図は単体タイプを示す。
　単体4500形仕様・合掌タイプ
は（　）内に示す。
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※本図は単体タイプを示す。
　単体4500形仕様・合掌タイプは
（　）内に示す。
　合掌ワイドは〔　〕内に示す。

雨樋吊り金具

雨樋端部キャップ

雨樋

縦樋

ドレン

エルボ
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※本図は単体タイプを示す。
　合掌タイプは（　）内に示す。
　合掌ワイドは〔　〕内に示す。

M8用ナット

M8用スプリングワッシャー
M8用平ワッシャー

ナベタッピンねじ（3種）Φ5×20

※〈　〉内寸法は、4500形仕様を示す。
　《　》内寸法は、凍上4500形仕様を示す。
　（　）内寸法は、凍上用柱を示す。
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B2（827×515）両面
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